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区　分 全日制 定時制 通信制

高等学校
学校数 173校 55校 3校
学級数 3,296学級 566学級 36学級
生徒数 124,235人 11,506人 1,516人

中等教育学校
学校数 5校 － －
学級数 121学級 － －
生徒数 4,687人 － －

中学校
学校数 5校 － －
学級数 48学級 － －
生徒数 1,909人 － －

資料１　都立高校等の学校数､ 学級数､ 生徒数 （平成 30 年５月１日現在）

平成 30 年度「公立学校統計調査報告書」（都教育委員会）から作成

区　分 教員数

高等学校 合計 全日制 定時制 通信制
9,450人 8,126人 1,281人 43人

中等教育学校 369人 － －
中学校 113人 － －

資料２　都立高校等の教員数 （平成 30 年５月１日現在）

平成 30 年度「公立学校統計調査報告書」（都教育委員会）から作成
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区　分 合　計 進学者 専修学校
等入学者 就職者

一時的な
仕事に 
就いた者

左記以外
の者 

（在家庭者
・その他）

不詳 
・ 

死亡

再掲

進学者のうち 
就職している者

専修学校等 
入学者のうち 
就職している者

進学希望 
在家庭者等

全定計
43,025人 21,982人 11,307人 5,418人 460人 3,858人 0人 0人 3人 5,568人

100.0% 51.1% 26.3% 12.6% 1.1% 9.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.9%

全日制
40,173人 21,435人 10,566人 4,569人 245人 3,358人 0人 0人 3人 5,367人

100.0% 53.4% 26.3% 11.4% 0.6% 8.4% 0.0% 0.0% 0.0% 13.4%

定時制
2,852人 547人 741人 849人 215人 500人 0人 0人 0人 201人

100.0% 19.2% 26.0% 29.8% 7.5% 17.5% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0%

資料３　都内公立高等学校進路状況 （平成 30 年３月卒業）

注 1）「進学希望在家庭者等（再掲）」は、「専修学校等入学者」のうち予備校入学者及び「左記以外の者（在家庭者・その他）」
のうち進学希望者を合わせた数である。

注 2）構成比（％）については、各数値を四捨五入しているため、各数値の合計が 100％にならない場合がある。
平成 30 年度「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者（平成 29 年度）の進路状況調査編】」（都教育委員会）から作成

資料４　都内公立高等学校進路状況の進学者の内訳（平成 30 年３月卒業） （単位：人）

平成 30 年度「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者（平成 29 年度）の進路状況調査編】」（都教育委員会）から作成
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全定計 21,982 20,738 2,117 309 1,117 1,496 4,053 2,141 819 613 832 1,028 672 1,580 665 1,491 940 865 1,213 31 

全日制 21,435 20,251 2,069 305 1,065 1,461 3,946 2,082 804 602 813 1,017 669 1,555 658 1,461 899 845 1,159 25 

普 通 18,318 17,434 1,847 268 917 1,311 3,385 1,828 743 515 663 896 553 1,379 560 1,282 581 706 870 14 
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資料５　都内公立高等学校進路状況の就職者の内訳（平成 30 年３月卒業） （単位：人）

注１）産業別区分は、日本標準産業分類による。
注２）「専修学校等入学者のうち就職している者」を含む。
　　　 平成 30 年度「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者（平成 29 年度）の進路状況調査編】」（都教育委員会）から作成
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全定計 5,421 40 3 7 633 1,079 87 113 453 996 42 78 136 345 289 16 234 94 350 295 131 

全日制 4,572 35 1 5 537 935 71 100 389 845 40 65 123 254 216 13 165 78 314 279 107 

普 通 1,694 3 1 1 108 233 25 26 154 348 10 19 18 148 131 7 106 41 62 208 45 

農 業 186 30 0 2 9 42 0 1 7 49 0 0 1 24 3 0 4 3 6 4 1 

工 業 1,478 2 0 2 364 421 27 49 107 120 1 20 45 18 9 2 13 16 184 25 53 

商 業 912 0 0 0 45 188 13 17 101 271 19 21 44 45 56 1 18 14 45 10 4 

家 庭 46 0 0 0 0 6 0 0 2 10 0 0 11 9 1 0 4 0 1 2 0 
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総 合 99 0 0 0 4 25 1 0 6 20 2 0 1 9 10 0 17 1 1 2 0 
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資料６　都内公立高等学校卒業者の進路状況推移(平成11年度～平成29年度) （単位：人）

注１）通信制は含んでいない。
注２）平成 15 年度卒業者（平成 16 年度調査）から、「一時的な仕事に就いた者」を追加している。

平成 30 年度「公立学校統計調査報告書【公立学校卒業者（平成 29 年度）の進路状況調査編】」（都教育委員会）から作成

卒
業
年
度

課

程

別

卒
業
者
数

進 学 者 専修学校等 
入   学   者 就 職 者

一 時 的
な 仕 事 
に就いた者

左記以外 
の者 

在家庭者 
・その他

不詳 ･ 死亡

％ ％ ％ ％ ％ ％

11
合 計
全 日 制
定 時 制

 47,762  16,111 33.7  16,403 34.3  6,123 12.8  …  …  9,114 19.1   11 0.0 
 45,006  15,848 35.2  16,034 35.6  5,532 12.3  …  …  7,591 16.9   1 0.0 
 2,756  263 9.5  369 13.4  591 21.4  …  …  1,523 55.3   10 0.4 

12
合 計
全 日 制
定 時 制

 47,265  16,448 34.8  15,785 33.4  5,995 12.7  …  …  9,014 19.1   23 0.0 
 44,619  16,142 36.2  15,434 34.6  5,452 12.2  …  …  7,570 17.0   21 0.0 
 2,646  306 11.6  351 13.3  543 20.5  …  …  1,444 54.6   2 0.1 

13
合 計
全 日 制
定 時 制

 47,250  16,922 35.8  15,651 33.1  5,666 12.0  …  …  9,008 19.1   3 0.0 
 44,718  16,613 37.2  15,321 34.3  5,158 11.5  …  …  7,623 17.0   3 0.0 

 2,532  309 12.2  330 13.0  508 20.1  …  …  1,385 54.7  －  － 

14
合 計
全 日 制
定 時 制

 46,243  16,850 36.4  15,601 33.7  5,243 11.3  …  …  8,541 18.5   8 0.0 
 43,386  16,502 38.0  15,175 35.0  4,773 11.0  …  …  6,936 16.0  －  － 
 2,857  348 12.2  426 14.9  470 16.5  …  …  1,605 56.2   8 0.3 

15
合 計
全 日 制
定 時 制

 44,432  16,608 37.4  14,828 33.4  5,202 11.7  1,877 4.2  5,915 13.3   2 0.0 
 41,779  16,310 39.0  14,406 34.5  4,723 11.3  1,159 2.8  5,179 12.4   2 0.0 
 2,653  298 11.2  422 15.9  479 18.1  718 27.1  736 27.7  －  － 

16
合 計
全 日 制
定 時 制

 43,500  17,409 40.0  13,772 31.7  5,301 12.2  1,829 4.2  5,183 11.9   6 0.0 
 40,896  17,052 41.7  13,370 32.7  4,810 11.8  1,131 2.8  4,529 11.1   4 0.0 
 2,604  357 13.7  402 15.4  491 18.9  698 26.8  654 25.1   2 0.1 

17
合 計
全 日 制
定 時 制

 42,491  18,272 43.0  13,038 30.7  5,399 12.7  1,614 3.8  4,168 9.8  －  － 
 39,861  17,964 45.1  12,599 31.6  4,851 12.2  949 2.4  3,498 8.8  －  － 
 2,630  308 11.7  439 16.7  548 20.8  665 25.3  670 25.5  －  － 

18
合 計
全 日 制
定 時 制

 41,900  19,164 45.7  11,982 28.6  5,713 13.6  1,338 3.2  3,694 8.8   9 0.0 
 39,369  18,830 47.8  11,539 29.3  5,093 12.9  781 2.0  3,124 7.9   2 0.0 
 2,531  334 13.2  443 17.5  620 24.5  557 22.0  570 22.5   7 0.3 

19
合 計
全 日 制
定 時 制

 39,979  19,694 49.3  10,431 26.1  5,338 13.4  978 2.4  3,537 8.8   1 0.0 
 37,344  19,281 51.6  9,932 26.6  4,707 12.6  545 1.5  2,879 7.7  －  － 
 2,635  413 15.7  499 18.9  631 23.9  433 16.4  658 25.0   1 0.0 

20
合 計
全 日 制
定 時 制

 39,208  19,855 50.6  10,158 25.9  4,953 12.6  1,036 2.6  3,206 8.2  －  － 
 36,501  19,361 53.0  9,633 26.4  4,310 11.8  609 1.7  2,588 7.1  －  － 
 2,707  494 18.2  525 19.4  643 23.8  427 15.8  618 22.8  －  － 

21
合 計
全 日 制
定 時 制

 40,134  20,228 50.4  10,826 27.0  4,352 10.8  1,095 2.7  3,631 9.0   2 0.0 
 37,218  19,652 52.8  10,143 27.3  3,739 10.0  706 1.9  2,978 8.0  －  － 
 2,916  576 19.8  683 23.4  613 21.0  389 13.3  653 22.4   2 0.1 

22
合 計
全 日 制
定 時 制

 39,762  20,200 50.8  10,545 26.5  4,259 10.7  1,188 3.0  3,567 9.0   3 0.0 
 36,959  19,647 53.2  9,877 26.7  3,699 10.0  822 2.2  2,911 7.9   3 0.0 
 2,803  553 19.7  668 23.8  560 20.0  366 13.1  656 23.4  －  － 

23
合 計
全 日 制
定 時 制

 40,658  20,790 51.1  11,249 27.7  4,464 11.0  1,152 2.8  2,999 7.4   4 0.0 
 37,799  20,274 53.6  10,514 27.8  3,901 10.3  802 2.1  2,307 6.1   1 0.0 
 2,859  516 18.0  735 25.7  563 19.7  350 12.2  692 24.2   3 0.1 

24
合 計
全 日 制
定 時 制

 42,908  21,946 51.1  12,114 28.2  4,827 11.2  928 2.2  3,092 7.2   1 0.0 
 39,845  21,414 53.7  11,349 28.5  4,211 10.6  598 1.5  2,272 5.7   1 0.0 
 3,063  532 17.4  765 25.0  616 20.1  330 10.8  820 26.8  －  － 

25
合 計
全 日 制
定 時 制

 41,265  21,458 52.0  11,143 27.0  4,942 12.0  833 2.0  2,889 7.0  －  － 
 38,179  20,946 54.9  10,335 27.1  4,175 10.9  454 1.2  2,269 5.9  －  － 
 3,086  512 16.6  808 26.2  767 24.9  379 12.3  620 20.1  －  － 

26
合 計
全 日 制
定 時 制

 42,307  22,423 53.0  10,907 25.8  5,471 12.9  737 1.7  2,765 6.5   4 0.0 
 39,313  21,928 55.8  10,169 25.9  4,574 11.6  405 1.0  2,237 5.7  －  － 
 2,994  495 16.5  738 24.6  897 30.0  332 11.1  528 17.6   4 0.1 

27
合 計
全 日 制
定 時 制

 42,567  22,661 53.2  10,864 25.5  5,601 13.2  623  1.5  2,802 6.6   16 0.0 
 39,618  22,125 55.8  10,142 25.6  4,686 11.8  326  0.8  2,324 5.9   15 0.0 
 2,949  536 18.2  722 24.5  915 31.0  297  10.1  478 16.2   1 0.0 

28
合 計
全 日 制
定 時 制

 43,421  22,842 52.6  10,873 25.0  5,619 12.9  558  1.3  3,522 8.1   7 0.0 
 40,570  22,323 55.0  10,160 25.0  4,687 11.6  363  0.9  3,033 7.5   4 0.0 
 2,851  519 18.2  713 25.0  932 32.7  195  6.8  489 17.2   3 0.1 

29
合 計
全 日 制
定 時 制

 43,025  21,982 51.1  11,307 26.3  5,418 12.6  460  1.1  3,858 9.0  － 0.0 
 40,173  21,435 53.4  10,566 26.3  4,569 11.4  245  0.6  3,358 8.4  － 0.0 
 2,852  547 19.2  741 26.0  849 29.8  215  7.5  500 17.5  － 0.0 

〔  　  〕
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資料７　都立高校定時制課程の学校数・生徒数等の比較

注）平成 27 年度及び平成 30 年度の昼夜間定時制欄についてはチャレンジスクール５校を含む。

昭和40年度 平成2年度 平成27年度 平成30年度

夜間定時制 夜間定時制 夜間定時制 昼夜間定時制 夜間定時制 昼夜間定時制

学校数 110校11分校 106校3分校 44校 11校 44校 11校
計　55校 計　55校 

全
　
学
　
年

定 員 64,600人 30,540人 9,630人 8,760人 8,130人 8,850人
計　18,390人 計　16,980人 

在 籍 生 徒 数 54,571人 22,518人 5,978人 6,942人 4,484人 7,022人
計　12,920人 計　11,506人 

学 級 定 員 50人 30人 30人 30人 30人 30人

学 級 数 1,292学級 1,018学級 321学級 292学級 271学級 295学級
計　613学級 計　566学級 

1 学 級 当 た り の 
平 均 在 籍 生 徒 数 42.2人 22.1人 18.6人 23.8人 16.5人 23.8人

第
　
一
　
学
　
年

募 集 人 員 17,025人 7,500人 2,550人 2,125人 2,010人 2,215人
計　4,675人 計　4,225人 

在 籍 生 徒 数 16,340人 6,490人 1,750人 2,165人 1,030人 2,125人
計　3,915人 計　3,155人 

学 級 数 341学級 250学級 85学級 73学級 67学級 76学級
計　158学級 計　143学級 

1 学 級 当 た り の 
平 均 在 籍 生 徒 数 47.9人 26.0人 20.6人 29.7人 15.4人 28.0人

単 学 級 数 22校 22校 17校 − 27校 −

定時制進学者のうち 
就 職 し て い る 者 88.3% 24.9% 1.0% 0.8%
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進学指導重点校 7校
難関国立大学や国公立大学医学部医学科への進学希望を実現するため、組織的・
計画的に進学対策を推進し、都立高校全体を牽引（けんいん）する役割を担っ
ている。

日比谷、戸山、青山、西、八王子東、 
立川、国立

進学指導 
特別推進校 7校 国公立大学や難関私立大学等への進学希望を実現させるため、進学指導体制を

充実し、安定的な進学実績の確保に取り組んでいる。
新宿、小山台、駒場、国際、 
小松川、町田、国分寺

進学指導推進校 13校 生徒の進学希望を実現するため、優れた教育活動を実践するとともに、生徒の
着実な学力の伸長を図り、進学実績の向上に取り組んでいる。

三田、竹早、墨田川、城東、豊多摩、 
北園、江北、江戸川、武蔵野北、調布北、
小金井北、多摩科学技術、日野台

エンカレッジ 
スクール 6校

これまで力を発揮できなかった生徒のやる気を育て、社会生活を送る上で必要
な基礎的・基本的学力を身に付けることを目的として、既設校の中から指定し
ている。

蒲田、中野工業、練馬工業、 
足立東、東村山、秋留台

 校　　種 校数 特　　　　　　　　　色 設　置　校

中高一貫 
教育校 10校 ６年間の一貫した教育により様々な分野でリーダーとなり得る人材の育成を図

る。①中等教育学校、②併設型がある。

①小石川、桜修館、南多摩、立川国際、 
   三鷹

②白鷗、両国、富士、大泉、武蔵

総合学科高校 
（総合学科） 10校

普通教育と専門教育を総合的に行う学校で、自己の進路への自覚を深めること
ができる科目など幅広い選択科目を開設して、多様な能力・適性等に対応した
柔軟な教育を行っている。

晴海総合、つばさ総合、世田谷総合、 
杉並総合、王子総合、葛飾総合、 
青梅総合、町田総合、東久留米総合、 
若葉総合

単位制高校 12校
多様な科目の中から、自分の興味・関心や進路希望に応じて、履修する科目を
選択し、学ぶことができる学校。①個性や特性、進路希望に対応した特色型②
進学重視型③専門高校型がある。

①忍岡、美原、芦花、飛鳥、板橋有徳、　 
　大泉桜、翔陽、上水

②新宿、墨田川、国分寺

③六郷工科

科学技術高校 
（科学技術科） 2校

技術者として生涯にわたり専門性を高めていくために必要な意欲、態度や知識・
技能を身に付け、技術革新に主体的に対応できる人材を育成するため、大学等
に進学し、継続して学習することを前提とした教育を行っている。

科学技術、多摩科学技術

産業高校 
（産業科） 2校

生産 ･ 流通・消費の基礎と相互の関連を学んだ上で、自己の進路希望に沿った
専門教科を学び、幅広い視野と確かな職業観を備えた人間、商工業の知識を基
に将来自ら起業を目指そうとする志あふれる人間を育成する教育を行っている。

橘、八王子桑志

進学型専門高校 
（ビジネスコミュ 
ニケーション科）

2校
ビジネスに関する基礎的・基本的な知識と技能を習得させ社会の変化に主体的
に対応し、将来、国際社会で活躍できるスペシャリストを育てる教育を行って
いる。

大田桜台、千早

総合芸術高校 
（芸術科） 1校 芸術の各分野において高度な専門性をもち、幅広い教養と豊かな人間性を備え

た人材を育成する教育を行っている。
総合芸術 

（音楽科、美術科、舞台表現科）

チャレンジ 
スクール 

（定時制・総合学科）
5校

小・中学校時代に不登校経験がある生徒や高校で中途退学を経験した生徒等を
主に受け入れる総合学科・三部制 ( 午前部・午後部・夜間部 ) の高校で、３年
での卒業も可能である。

六本木、大江戸、世田谷泉、 
稔ヶ丘、桐ヶ丘

昼夜間定時制高校 
（単位制） 6校 単位制で昼夜開講多部制の高校で、様々な進路希望に対応した多様で弾力的な

教育を行っており、３年での卒業も可能である。
一橋、新宿山吹、浅草、荻窪、 
八王子拓真、砂川

資料８　これまで設置してきた多様なタイプの学校の一覧（平成 30 年度現在）
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併 合 科

産　　業

体　　育

国　　際

福　　祉

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

家　　庭

科学技術

商　　業

農　　業

工　　業

学
　
　年
　
　制

全
　
　日
　
　制
　
　課
　
　程

高
　
　等
　
　学
　
　校

普通科

コース制

〔進学指導重点校〕：日比谷、戸山、青山、西、八王子東、立川、国立　（７校）
〔進学指導特別推進校〕：小山台、駒場、小松川、町田　（４校）
〔進学指導推進校〕：三田、竹早、城東、豊多摩、北園、江北、江戸川、武蔵野北、
　　　　　　　　   調布北、小金井北、日野台　（11 校）

〔エンカレッジスクール〕：蒲田、足立東、東村山、秋留台　（４校）

上記以外の普通科の高等学校
＜２３区内にある学校＞
　　向丘、上野、白鷗、日本橋、本所、両国、東、深川、大崎、八潮、目黒、
　　大森、田園調布、雪谷、桜町、千歳丘、深沢、松原、広尾、鷺宮、富士、
　　武蔵丘、杉並、豊島、文京、竹台、板橋、大山、高島、井草、大泉、石神井、
　　田柄、練馬、光丘、青井、足立、足立新田、足立西、淵江、葛飾野、南葛飾、
　　葛西南、小岩、篠崎、紅葉川　（46 校）
＜多摩地区にある学校＞
　　片倉、八王子北、富士森、松が谷、武蔵、多摩、府中、府中西、府中東
　　昭和、拝島、神代、調布南、小川、成瀬、野津田、山崎、小平、小平西、
　　小平南、日野、南平、東村山西、福生、狛江、東大和、東大和南、清瀬、
　　久留米西、武蔵村山、永山、羽村、田無、保谷　（34 校）
＜島しょにある学校＞
　　大島、新島、神津、三宅、八丈、小笠原　（６校）                     　　　　   （計 112 校）

深川（外国語）、田柄（外国文化）、片倉（造形美術）
松が谷（外国語）、小平（外国語）
五日市（ことばと情報）　　（６校）

園芸、農芸、農産、農業、瑞穂農芸　（５校）

〔エンカレッジスクール〕：中野工業、練馬工業　（２校）　
〔デュアルシステム導入校〕：北豊島工業、葛西工業、多摩工業、田無工業　（４校）
                                        ※葛西工業と多摩工業については、デュアルシステム科を設置
上記以外の工業科の高等学校
　　工芸、蔵前工業、墨田工業、総合工科、杉並工業、荒川工業
　　足立工業、府中工業、町田工業　（９校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　　　　  （計 15 校）

〔進学指導推進校〕：多摩科学技術　（１校）
科学技術（１校） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（計２校）

芝商業、江東商業、第三商業、第一商業、赤羽商業、第四商業、荒川商業
葛飾商業、第五商業、五日市　（10 校）

大田桜台、千早　（２校）

農業、瑞穂農芸　（２校）

野津田　（１校）

駒場、野津田　（２校）

〔進学指導特別推進校〕：国際　（１校）
大島海洋国際　（１校）                　　　　　　　　　 　   　　　　　　　　　      （計２校）

大島（農林・家政）、三宅（農業・家政）、八丈（園芸・家政）　（３校）

橘、八王子桑志　（２校）

資料９　都立高校の種類 （平成 30 年度現在）
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〔進学指導特別推進校〕：新宿、国分寺　（２校）
〔進学指導推進校〕：墨田川　（１校）

上記以外の単位制 普通科の高校                   
　　忍岡、美原、芦花、飛鳥、板橋有徳、大泉桜、翔陽、上水（８校）  （計 11 校）

六郷工科　（１校）

六郷工科　（１校）

忍岡　（１校）

総合芸術　（１校）

晴海総合、つばさ総合、世田谷総合、杉並総合、王子総合、
葛飾総合、青梅総合、町田総合、東久留米総合、若葉総合（10 校）

大崎、小山台、大森、雪谷、桜町、松原、豊島、大山、足立、江北、
南葛飾、葛飾商業、江戸川、葛西南、立川、農業、神代、町田、福生
大島、八丈　（21 校）

園芸、農芸、農産、農業　（４校）

工芸、蔵前工業、墨田工業、総合工科、中野工業、荒川工業、
北豊島工業、本所工業、小金井工業　（９校）

第三商業、足立、荒川商業、葛飾商業、第五商業　（５校）

五日市（普通・商業）、瑞穂農芸（普通・農業）　（２校）

一橋、新宿山吹、浅草、荻窪、八王子拓真、砂川　（６校）

六本木、大江戸、世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘　（５校）

六郷工科、飛鳥、板橋有徳　（３校）

六郷工科　（１校）

青梅総合、東久留米総合　（２校）

一橋、新宿山吹、砂川 　（３校）

新宿山吹　（１校）

橘　（１校）

■学年制と単位制
　１　学年制
　　　学習する教科・科目が学年ごとに定められており、その学習成果
　　が認められると単位が与えられ、次の学年に進級する制度です。
　　全日制は３年、定時制は４年（一部は３年）を終了すると、卒業が
　　認められます。
　２　単位制
　　　学年の区別がなく、３年間（または４年間）の中で必修（必履修）
　　科目のほかに自分に適した教科・科目を選択し、その学習成果が
　　認められて、入学から卒業までに決められた単位数を修得すれば
　　卒業できる制度です。

■課程について
　１　全日制課程…朝から午後までの日中に授業があります。
　２　定時制課程…夜間、その他定められた時間帯に授業があります。
　３　通信制課程…自宅等で学習し、レポートなどの添削指導を受けな
　　　　　　　　　がら、定められた日（月２日程度）に登校し、面接
　　　　　　　　　指導を受けます。

高
　
　等
　
　学
　
　校

全
日
制
課
程

定
　時
　制
　課
　程

単
位
制

夜
間

昼
夜
間

単
　位
　制

学
年
制
（
夜
間
）

通
信
制

課

　程

普 通 科

工　　業

デュアルシステム

家　　庭

芸　　術

総合学科

普 通 科

農　　業

工　　業

商　　業

併 合 科

産　　業

普 通 科

情　　報

総合学科（チャレンジスクール）

普 通 科

工　　業

総合学科

普 通 科
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都 立 高 校 等 の 配 置 （ 平 成 3 0 年 度 ）

◎

◎

◎

○

◎

○

◎

◎

○

◎

◎

〔進学指導重点校〕：日比谷、戸山、西、八王子東、青山、立川、国立　（７校）
〔進学指導特別推進校〕：小山台、駒場、新宿、町田、国分寺、国際、小松川　（７校）
〔進学指導推進校〕：三田、豊多摩、竹早、北園、墨田川、城東、武蔵野北、
　　　　　　　　　小金井北、江北、江戸川、調布北、日野台、多摩科学技術　（13校）
〔エンカレッジスクール〕：足立東、秋留台、練馬工業、蒲田、東村山、中野工業　（６校）

【凡例（記号一覧）】
　● 普通科
　◉ 普通科（単位制）
　■ 農業科
　▲ 工業科
　▶ 工業科（科学技術科）
　◆ 商業科
　❖ 商業科（ビジネスコミュニケーション科）
　☗ 産業科
　◐ 国際科
　★ 芸術科
　◎ 総合学科
　● 夜間定時制
　◉ 昼夜間定時制
　◎ 昼夜間定時制（チャレンジスクール）
　○ 通信制

田柄高校には、「外国文化コース (普通科 )」を含む
深川、松が谷、小平高校には、「外国語コース (普通科 )」を含む
片倉高校には、「造形美術コース (普通科 )」を含む
五日市高校は、「ことばと情報コース (普通科 )」及び「商業科」を含む
駒場高校には、「体育科」を含む
野津田高校には、「体育科」及び「福祉科」を含む
忍岡、瑞穂農芸、農業高校には、「家庭科」を含む
大島、三宅、八丈高校には、「併合科」を含む

※ を付している学校には、凡例による学科の他に以下の学科等を併置している

○
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「
都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
・
新
実
施
計
画
（
第
二
次
）
」
の
策
定
に
つ
い
て

～
生
徒
一
人
一
人
の
可
能
性
を
伸
ば
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
む
た
め
に

～

都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
・
新
実
施
計
画
（
第
二
次
）
の
策
定
の
背
景

・
都
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
都
立
高
校
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
り
、
今
後
の
展
望
を

明
ら
か
に
す
る
総
合
的
な
計
画

・
年
間
の
長
期
計
画
で
あ
る
「
都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
」
の
も
と
に
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定
し
、
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
都
立
高
校
改
革
を
推
進

・
現
在
は
、
平
成

年
月
に
一
部
改
訂
を
行
っ
た
都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
と
、
そ
の
も
と

に
策
定
し
た
新
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
、
都
立
高
校
改
革
を
推
進

都
立
高
校
改

革
推
進
計
画
と
は
・
・

【
参
考
】
都
立
高
校
改
革
推
進
計
画

（
平
成

年
月
策
定
）

平
成

～
年
度

第
一
次
実
施
計
画

平
成

～
年
度

新
実
施
計
画

平
成

～
年
度

新
実
施
計
画
（
第
二
次
）

都
立
高
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

・
な
ど
情
報
技
術
の
革
新
に
よ
る
社
会
の
在
り
方
の
変
革

・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
と
高
大
接
続
改
革
の
進
展

・
平
成

年
度
都
立
高
校
入
学
者
選
抜
の
実
施
状
況

・
成
年
年
齢
の
引
下
げ

（
平
成
３
４
年
４
月
）

等

社
会
の
変
化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
つ
つ
、
自
ら
も
学
び
、
成
長
し
続
け
る
意
欲
を
も
っ
て

主
体
的
に
社
会
に
参
画
し
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
能
力
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

こ
の
た
め
、
新
実
施
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
都
民
の
期
待
・

信
頼
に
応
え
、
魅
力
あ
る
都
立
高
校
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
新
実
施
計
画
（
第

二
次
）
」
を
策
定

新
実
施
計
画
（
第
二
次
）
に
よ
る
改
革
の
ポ
イ
ン
ト

施
策
展
開
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方

全
て
の
生
徒
に
個
に
応
じ
た
適
切
な
学
び
を
提
供
し
、
本
人
の
希
望
・
適
性
に
応
じ
た
進
学
・
就
職
に
つ
な
げ
、
生
徒
・
保
護
者
の
期
待
・
信
頼
に
応
え
る
学
校
づ
く
り
を
徹
底

都
立
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
指
導
に
よ
り
、
全
て
の
生
徒
に
基
礎
学
力
を
確
実
に
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、

各
学
校
が
、
自
ら
の
強
み
・
特
色
を
踏
ま
え
た
目
指
す
べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
魅
力
化
・
活
性
化
を
推
進

 

地
の
利
を
生
か
し
た
専
門
的
・実
践
的
な
学
び
の
充
実

国
際
都
市
の
特
性
を
発
揮
し
た
学
び
の
場
の
創
出

情
報
技
術
の
革
新
に
対
応
し
た
新
し
い
学
び
の
実
現

多
様
な
大
学
や
民
間
企
業
が
集
積
す
る
「
東
京
」
の

地
の
利
を
生
か
し
、
高
大
連
携
や
産
学
連
携
を
積
極
的

に
進
め
、
学
び
の
高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、
進
学
や

そ
の
後
の
社
会
・
職
業
と
の
接
続
を
実
現

様
々
な
都
市
・
地
域
か
ら
人
が
行
き
交
う
国
際
都
市

と
し
て
の
特
性
を
発
揮
し
、
全
て
の
学
校
で
国
際
交
流

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
性
に
富
み
、
豊
か
な
国

際
感
覚
を
育
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
環
境
を
整
備

情
報
技
術
の
革
新
的
な
発
展
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
を

理
解
し
、
使
い
こ
な
す
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

情
報
技
術
を
学
び
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
生

徒
に
応
じ
て
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
実
現

参
考

資
料
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○
個
の
状
況
に
応
じ
た
学
力
向
上
の
支
援

義
務
教
育
段
階
の
基
礎
学
力
の
定
着
が
十
分
で
な
い
生
徒
に
対
し
て
、
個
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
充
実

➢
「
校
内
寺
子
屋
」
「
ゆ
め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施

○
学
び
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
の
推
進

読
解
力
を
は
じ
め
と
す
る
学
び
の
基
盤
と
な
る
力
を
全
て
の
生
徒
が
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
実
践
研
究
を
推
進

○
進
路
多
様
校
に
お
け
る
進
学
希
望
を
実
現
す
る
た
め
の
学
習
支
援
の
充
実

放
課
後
等
に
外
部
人
材
に
よ
る
受
験
指
導
を
行
い
、
大
学
へ
の
進
学
実
績
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

大
学
受
験
に
対
応
し
た
教
員
の
教
科
指
導
力
を
向
上
（
「
進
学
ア
シ
ス
ト
校
」
の
指
定
）

○
都
立
学
校
ス
マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
と
ＩＣ
Ｔ
環
境
の
充
実

等
を
活
用
し
、
個
々
の
生
徒
に
応
じ
て
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
実
現
さ
せ
る
た
め
実
証
実
験
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
拡
充
を
検
討

○
「
理
数
科
」
の
設
置

理
数
系
の
素
養
と
情
報
活
用
能
力
等
を
併
せ
も
つ
人
材
の
育
成
の
た
め
、
都
立
初
の
「
理
数
科
」
の
設

置
を
検
討

○
高
大
連
携
の
推
進

様
々
な
大
学
と
の
連
携
を
進
め
、
専
門
的
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
大
学

で
の
学
び
に
つ
な
げ
、
高
大
一
貫
し
た
人
材
育
成
を
推
進

○
教
科
「
人
間
と
社
会
」の
推
進

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
都
独
自
教
科
「
人
間
と
社
会
」
に
よ
り
、
道
徳
性
を
養
い
行

動
す
る
力
を
育
成

○
ス
ポ
ー
ツ
特
別
強
化
校
の
指
定
に
よ
る
競
技
力
向
上

複
数
の
運
動
部
が
全
国
大
会
や
関
東
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
支
援


英
語
教
育
推
進
校
の
指
定

【
使
え
る
英
語
力
の
育
成
】

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
導
入
等
に
よ
り
英
語
の
４
技
能
を
更
に
強
化


海
外
と
の
学
校
間
交
流
の
促
進

【
豊
か
な
国
際
感
覚
の
醸
成
】

国
際
交
流
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
活
用
等
に
よ
り
、
都
立
高
校
と
海
外
と
の
学
校
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
支
援
し
、
全
て
の
都
立
高
校
に
お
い
て
国
際
交
流
を
実
現
で
き
る
環
境
を
整
備


都
独
自
の
英
語
教
材
「

」
の
活
用

【
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
の
涵
養
】

日
本
・
東
京
の
文
化
・
歴
史
等
の
理
解
促
進
と
英
語
に
よ
る
発
信
力
を
強
化
す
る
た
め
、
英
語

教
材
「

」
の
活
用
を
推
進


持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
教
育
の
推
進

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（

）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
課
題
等
を
題
材
と
し
て
、
推
進
校
に

お
い
て
授
業
改
善
の
取
組
や
外
部
人
材
の
活
用
等
を
図
る
と
と
も
に
、
全
て
の
都
立
高
校
に
取

組
の
成
果
を
普
及

都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
・
新
実
施
計
画
（
第
二
次
）
の
目
的
と
目
標
・
主
な
取
組
の
方
向

 

目
標
Ⅰ

次
代
を
担
う
社
会
的
に
自
立
し
た
人
間
の
育
成
（
教
育
内
容
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

社
会
的
自
立
に
必
要
と
な
る
「
知
」
「
徳
」
「
体
」
の
育
成

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
イ
ン
ド
」
「
障
害
者
理
解
」
「
ス
ポ
ー
ツ
志
向
」
「
日
本
人
と
し
て
の
自

覚
と
誇
り
」
「
豊
か
な
国
際
感
覚
」
の
五
つ
の
資
質
を
生
徒
に
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

レ
ガ
シ
ー
構
築
に
向
け
、

と
関
連
付
け
た
取
組
や
都
の
実
施
す
る
「
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
活
用
な
ど
学
校
の
特
色
化
に
結
び
付
く
教
育
活
動
を
展
開

社
会
的
・
職
業
的
自
立
意
識
の
醸
成

○
主
権
者
意
識
等
の
醸
成

成
年
年
齢
引
下
げ
を
見
据
え
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成

都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
の
目
的
と
目
標

計
画
の
目
的

教
育
基
本
法
の
理
念
を
踏
ま
え
、
都
立
高
校
が
生
徒
を
「
真
に
社
会
人
と

し
て
自
立
し
た
人
間
」
に
育
成
す
る
。

目
的
を
具
現
化
す
る
目
標

目
標
Ⅰ

次
代
を
担
う
社
会
的
に
自
立
し
た
人
間
の
育
成
（
教
育
内
容
）

目
標
Ⅱ

生
徒
一
人
一
人
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
学
校
づ
く
り
の
推
進
（
学
校
設
置
・
課
程
改
善
等
）

目
標
Ⅲ

質
の
高
い
教
育
を
支
え
る
た
め
の
環
境
整
備
（
教
育
諸
条
件
）

東
京
や
日
本
の
未
来
を
担
い
、
リ
ー
ド
し
て
い
く
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
「
使
え
る
英
語
力
の

育
成
」
「
豊
か
な
国
際
感
覚
の
醸
成
」
「
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
の
涵
養
」
を
取
組
の
柱

と
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
教
育
を
推
進

各
大
学
が
特
色
・
強
み
を
も
つ
分
野

◆
首
都
大
学
東
京
（
総
合
大
学
）

◆
東
京
農
工
大
学
（
農
学
・
生
命
科
学
）

◆
東
京
学
芸
大
学
（
教
員
養
成
）

◆
東
京
外
国
語
大
学
（
言
語
・
文
化
、
社
会
）

◆
電
気
通
信
大
学
（
情
報
・
理
工
学
）
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国
際
色
豊
か
な
学
校
の
拡
充

○
小
中
高
一
貫
教
育
校
の
設
置

小
学
校
第
１
学
年
か
ら
の
英
語
教
育
等
に
よ
り
高
い
語
学
力
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
備
え
、
世
界
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成

○
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
の
充
実

国
際
高
校
の
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、
海
外
大
学
等
へ
の
進
学
を
支
援

専
門
高
校
の
改
善

中
高
一
貫
教
育
校
の
改
善

○
中
学
校
段
階
の
生
徒
に
よ
る
切
磋
琢
磨
の
機
会
の
創
出

○
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
の
改
善

高
校
段
階
か
ら
の
生
徒
募
集
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
段
階
か
ら
の
高
い
入
学
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
中
学
校
段
階
で
の
生
徒
募
集
の
規
模
を
拡
大

定
時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
の
改
善

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
の
新
設

足
立
地
区
と
立
川
地
区
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
を
新
設

○
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
通
信
制
課
程
の
改
善
・充
実

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
通
信
制
課
程
の
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
強
化

目
標
Ⅱ

生
徒
一
人
一
人
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
学
校
づ
く
り
の
推
進
（
学
校
設
置
・
課
程
改
善
等
）

目
標
Ⅲ

質
の
高
い
教
育
を
支
え
る
た
め
の
環
境
整
備
（
教
育
諸
条
件
）

組
織
的
な
学
校
経
営
の
強
化

○
都
立
高
校
魅
力
発
掘
・発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

各
校
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
や
そ
れ
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
支
援
。
あ
わ
せ
て
、
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
魅

力
動
画
等
の
制
作
を
支
援
し
、
学
校
の
特
色
を
戦
略
的
に
発
信

○
学
校
経
営
能
力
の
向
上

教
育
管
理
職
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
層
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

充
実

安
全
で
環
境
に
優
し
い
施
設
整
備

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策
と
体
育
館
等
へ
の
空
調
設
置

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策
を
速
や
か
に
進
め
る
と
と
も
に
、

年
度
か
ら
３
年
間
を

目
途
と
し
て
、
体
育
館
に
空
調
設
備
を
導
入

就
学
機
会
の
適
正
な
確
保

○
入
学
者
選
抜
へ
の
英
語
「話
す
こ
と
」
の
評
価
の
導
入

都
内
公
立
中
３
年
全
員
を
対
象
と
す
る
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
施
（

年
度
予
定
）

に
向
け
た
検
討
・
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
で
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
検
討

教
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

○
英
語
科
教
員
等
の
海
外
派
遣
研
修
の
実
施

英
語
科
教
員
等
の
海
外
派
遣
研
修
を
実
施
し
、
高
い
指
導
力
と
国
際
的
視
野
を
身
に
付
け
た
教
員
を
育
成

〇
研
修
動
画
の
制
作
・配
信

通
所
が
困
難
な
教
員
に
対
し
て
、
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
受
講
で
き
る
」
研
修
動
画
を
制
作
・
配
信

○
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

教
員
一
人
一
人
の
心
身
の
健
康
保
持
の
実
現
と
、
誇
り
と
や
り
が
い
を
も
っ
て
職
務
に
従
事
で
き
る
環
境

を
整
備
し
、
教
育
の
質
を
維
持
向
上

➣
非
常
勤
職
員
の
配
置
に
よ
り
副
校
長
の
業
務
負
担
を
軽
減

➣
教
員
の
授
業
時
数
軽
減
の
対
象
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
教
員

等
の
活
用
を
促
進

➢
全
校
で
の
学
校
閉
庁
日
の
設
定
と
各
学
校
に
よ
る
定
時
退
庁
日
等
の
取
組
の
促
進

➣
勤
務
時
間
制
度
の
弾
力
的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
検
討
し
、
柔
軟
か
つ
多
様
な
働
き
方
を
実
現

➣
新
財
団
を
設
立
し
、
学
校
の
実
情
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
く
安
定
的
な
支
援
を
実
施

○
在
京
外
国
人
生
徒
等
の
受
入
れ
と
日
本
語
習
得
に
向
け
た
支
援

外
国
人
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
在
京
外
国
人
生
徒
等
に
係
る
適
切
な
募
集
規
模
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
学
校
生
活
上
で
必
要
な
日
本
語
を
効
果
的
に
習
得
で
き
る
よ
う
指
導
体
制
を
構
築

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
入
学
者
選
抜
の
改
善

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
居
場
所
づ
く
り

課
題
を
抱
え
る
生
徒
に
対
し
て
、
拠
り
所
と
な
る
居
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
習
支
援

や
生
徒
同
士
の
交
流
等
を
通
じ
て
、
個
々
の
生
徒
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
対
応
を
実
施

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
教
育
相
談
体
制
の
構
築

問
題
の
深
刻
化
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

を
活
用
し
た
新
た
な
相
談
体
制
を
構
築

島
し
ょ
高
校
の
改
善

○
Ｉ Ｃ
Ｔ
環
境
の
更
な
る
活
用
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
等
を
充
実
さ
せ
、
学
校
・
家
庭
を
通
じ
た
学
習
を
支
援
す
る

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
島
し
ょ
高
校
に
内
在
す
る
地
理
的
制
約
を
克
服

課
題
を
抱
え
る
生
徒
等
の
自
立
に
向
け
た
支
援
の
充
実

の
取
組
や
企
業
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
将
来
の

東
京
の
農
業
や
関
連
産
業
を
支
え
る
人
材

農
業
マ
イ

ス
タ
ー

を
育
成

【
農
業
】

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
や
専
門
学
校
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
即
戦
力
と

し
て
活
躍
で
き
る
Ｉ
Ｔ
人
材
を
育
成

【
工
業
】

実
践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
等
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
実
務
的
職
業
人

ビ

ジ
ネ
ス
マ
イ
ス
タ
ー

を
育
成

【
商
業
】

東
京
の
「
宝
物
」
で
あ
る
伝
統
工
芸
や
匠
の
技
を

継
承
し
、
将
来
の
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
に
な

り
得
る
人
材
を
育
成

【
産
業
】

や
企
業
連
携
に
よ
る
実
践
的
な
農
業
教
育
の
推
進

ビ
ジ
ネ
ス
を
実
地
で
学
ぶ
商
業
教
育
へ
の
改
革

工
業
高
校
に
お
け
る
ＩＴ
人
材
の
育
成

東
京
の
伝
統
工
芸
等
を
支
え
る
人
材
の
育
成

せ
っ
さ
た
く
ま






